
概要
本研究は，日本人一流長距離走選手2名を対象に，短期間反復型高
地トレーニングが選手のコンディションに与える影響を酸化ストレ
ス指標を用いて評価した事例研究である．トレーニング期間中およ
びその後の競技会までの酸化ストレス度（d-ROMs）と抗酸化力
（BAP）の変動を主観的・客観的なコンディション指標と照らし合
わせながら分析した．特に睡眠の質や酸化還元バランスがコンディ
ショニングに重要であること，そして競技会で良いパフォーマンス
を発揮した選手はd-ROMsが低く，BAP/d-ROMsが高い傾向にあっ
たことが示唆された。これは高地トレーニング時だけでなく，その
後の競技会に向けたコンディション評価に酸化ストレス指標が有用
である可能性を示している。
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